



新 しい表記法 はかなが多い と言 われ てい る。 い ったい どの くらい多 くな
っているのか,そ れ を概観す るために,現代表記 に書 き改 め られ た作 品 を,
旧表記 の原文 と対照 させ てみ ることにす る。
原 文.一…先刻迄庭 で護謹風船 を揚 げて騒 いでゐた子供達は,み んな連れ
立つて活動篇 眞へ行つ て しまつた。 家 も心 もひつそ りとした うちに,私
は硝子戸 を開け放 つて,静 か な春 の光 に包 まれなが ら,洗 惚 と此稿 を書
き終 るのである。 さ うした後 で,私 は一寸肱 を曲げて,此 縁側 に一 眠 り
眠 る積 である。
これ は夏 目漱石 「硝子戸の 中」 の最後 の部分 であるが,こ れ を現代表 記に
書き改 めたのが何種類 か出 ている。 その うち比較的かなの多 い 奉 陽 堂 版
(昭40.「夏 目漱石全集 ・24)を取 り上げる と,次 のよ うにな ってい る。
さっきまで庭 でゴム風船 をあげて騒 いでいた子 どもたちは,み ん な連
れ だ って 活動写真へ行 って しまった。 家 も心 もひっそ りとした うちに,
わた く しはガラス戸 をあけ放 って,静 かな春 の光 に包 まれ なが ら,う っ
と りとこの稿 を書 き終わ るのである。 そ うしたあ とで・わた く しはち ょ
っとひ じを曲げて,こ の縁側 に一 眠 り眠るつ も りである。
原文は全122字 の うち漢字51字(42%),かな71字(58%)であるが,春
陽堂版は全144字 の うち漢 宇28字(19%),かな116字(81%)となって
いる。 大 ざっぱに言 って漢字 が半減 し,か なのほ うが5割 増 しに な6た
のであ る。
そ こで問題は,ど うい う基準でかな書きになっているか とい うことで あ
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る。 この揚合に根拠 となるのが,当用漢字 表および当用漢字音訓表であ り.
それぞれ次の ように書かれ ている。
当用漢 字表_.一この表 は,法 令 ・公用 文書 ・新聞 ・雑誌お よび一般社会
で,使 用する漢字 の範囲 を示 した もので南 る。
当用漢 宇音訓表__こ の表は,当 用漢 字表 の各字について,字 音 と字訓'
との整 理 を行い,今 後使用する音訓 を示 した ものである。
す なわち,当用漢宇表にある漢字(表内字)を 当用漢字音訓表 にあ る音訓(表
内音訓)と して用 いる揚合は,漢字で書 き表わす ことが できるのである。 ま
た,当用漢字表の 〔使用上の注意事項〕の(イ)に,次の よ うに書かれ ている。
(イ)こ の表 の漢字 で書 きあ らわせ ない ことばは,別 の ことばにか える
か,ま たは,か な書 きにする。
この指示 と前記 当用漢字音訓表の趣 旨 とをあわせ考える と,当 用漢字表 に.
ない漢字(表外字)および 当用漢字表 にあ って も当用漢 字音訓表 にない音訓.
(表外音訓)は,か な書 きになるのであ.る。(なお,国 語 審謡 会報 告に 「当用
漢字表補正 資料」 とい うのがあ り,新 聞な どでは これ に よって補正 して い1
る。 しか し,法 令お よび教育の五では変 更がないので,こ こでは本来の形
によって説 明 を進 めることにする。)すなわち,上 記の例文で言 えば,次の
よ うなかな書 きが表外宇 ・表外音訓 による ものである。
麦外字__ま で(迄)ゴ ム(一護)う っと り(仇惚)こ の(此〉 ひ じ(肱〉
表外音訓_,..さっき(先刻)た ち(達)ガ ラス(硝～)あ ける(開)
あ と〔後)ち ょっと(一寸)
これがか な書 きにす る基準の一 つで ある。
しか し,上 記 の例文 を見る と,表 内宇 ・表 内音訓で あ りなが ら,次 の よ
うなものが かな書 きにな っている。
あげ る(揚)い る(居)子 ども(供)連 れ だって(立)し ま った(仕舞)
わた くし(私)あ る(有〉 つ もり(積)
つま り,実 際 には,表 外字 ・表外音訓 をか な書 きにす る と同時に,表 内字 ・
表内音訓で あ りなが らも かな書 きにす ることが 行 なわれてい るのである。
そ う して,このほ うの基準について規 定 しているのが,やは り当用漢字表で
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あ る。す なわ.ち・その〔使用上の注意事項〕と して・前記(イ)に続 いて示 さ
.れ て1イ・る次の5項 目が これ である。
(ロ)代 名詞 ・副詞 ・接 続詞 ・感 動詞 ・助動詞 ・助詞は,な るべ くか な
書 きにす る。
(ハ)・外国(中華民国 を除 く)の地名 ・人名 は,か な書 きにす る。
(二)外 来語は,か な書 きにす る。
(ホ)動 植物の名称は,か な書 きにする。
(へ)あ て字 は,か な書 きにす う.
これ らもまたかな書 きにす る基準 なのであ る。
すなわち,'旧表記 で漢字 で書かれていた ものの うち,現 代表記 でど うい
うもの をかな書 きにす るか につい ては,次 の二つの基 準が考 えられ るので
あ る。
(1)表外字 ・表外音訓の ものは,か な書 きにす る。
(2)特別の品詞 ・種類 ・用い方の ものは,か な書 きにす る。
その ため,漢 字書きにす るか,か な書 きにす るかの問題 も,た だ漢字 の一
』覧表 と対照 しなが ら単純 に進 めるわけにはいか ないのである。 そ こで,か
な書 きにす る語について,多 少 とも理論的 にま とめ よ うと しにのが,以 下
の解説 である。
II品 詞 によるもの
解説 の順序 として,ま ず 「代名詞 ・副詞 ・接続詞 ・感動詞 ・助動詞 ・助
詞」 のほ うか ら取 り上げ る ことにす る。 この うち,.感動詞 ・助動詞 ・助詞
は全部か な書 きにす る。す なわち,旧 表記において漢字 で書 かれた こ との
ある次の よ うな もの もかな書 きにす る。
感動詞 … 一ああ
助 動詞_.、たい
ご とし な り
助 詞__の と
ほ ど くら恥
これ らの中には 「も し
もしも し はい いい え うん そ ら
れ る しめ る ようだ そうだ ます ない べ し
ず
よ り つつ,な が ら は まで のみ ばか り だけ
ず つ き り など か かな
よ う 隻.そう ・ない ・くらい」 などの表内字 ・表 内
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音 訓 もあるが爵感動詞 ・助 動詞 ・助詞 と して用い るか ぎ りは・かな書きに
す るのである。
次に 「代 名詞 ・副詞 ・接続詞」のほ うであるが,こ のほ うは 「な るべ く
か な書き」である。 た とえば,代 名詞 の場合,次 の ようなもの は,表外字 ・
表 外音訓 として,も ちろんかな書 きにする。'
わ た し ぼ く あなた みんな どなた だれ これ それ あれ
どれ ここ こち ら こっち
し期 し,次 の ような ものは,表 内字 ・表 内音訓 である。
私 自分 我 我 々 わが輩 君 お前 お宅 皆様 皆 さん 彼
彼女 あの人 あの方 何
そ のためこれ らは漢字で書 かれ てい るこ とも多い。また,文 語的 な音読語
の揚 合 を見る と,次 の よ うな代名詞 も漢字で書 くこ とができる。
拙者 本員 本官 本職 小生 貴下 貴殿
これ らはむ しろ漢字 で書かれ るのがふつ うで あ る。 そ うして,こ うい う
点が,「なるべ くか な書 きにす る」 とい う 「な るべ く」の実情 である。
次 に副詞であ るが,次 のよ うなも のは表外 字 ・表外訓 である。
あなが ち あ らか じめ あわせて おのずか ら お もに お よそ
かつ て きわ めて ことごとく つい に は なはだ ほ.とん ど ま だ
む しろ もっとも(尤〉 もっぱら
しかし,表内音訓に次のような副詞訓がある。








案外 元来 結局 至極 始終 絶対'全 体 大体 別段 目下 一応
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一向 一切 一体 一番 再三 十分(充分)万 一 一々 往々 再々
少々 続々 毎々 依然 偶然 当然 突然 堂々と 平然と 現に.
厳に 実に 切に 特に 意外に
決 して 断じて
次第に 非常に 可及的 比較的
これ らもまた漢字 で書 かれ るこ とが多 いの である。
・しか し,表 内宇 ・表 内音 訓で書 ける副詞 で も,次 の よ うに意味が変わ っ
て しまったものは,か なで書かれ る ことが多い。
あ くまで あ ま り あ らためて い.きおい いたって いま さら.
いろい ろ いわば かな り かね て か りにも.か ろ うじて
こころもち.さ いわい さしず め じき と りあえず なか なか・
なかんず く なるべ く ひ とつ ま ことに まもな く もとよ り
もは や よほ ど わ 勢に わ りあい
い っそ う さっそ く じき じき ずいぶん せいぜい ぜ ひ たいがい
たいそ う たいてい たいへん だいぶ たぶん だんだん ち ょうど




あま り多いので 余 りが多い あらためてお尋ねする一 規則を改
めて いきおいこうなる一 勢いがある'か ねて考えていたとお り
一 会計課長を兼ねて こころもち大きい 心持ちが大きい さ
いわいできた一 幸いである ひとつやろ う一 一つ食べた わ り
あい多い一 割合が多い わ りにいい一 割 りがいい ぜひや りた
い一 是非 をわきまえる たぶんそ うで しょう一 多分にある
副詞のかな書きにあたっては,こ うい う点の使い分けにも注意 しなければ
ならなヤ・のである。
最後に接続詞であるが,次 のようなものは,表 外字 ・表外訓 として,か
な書きになる。
あるいは しか し しか しなが ら すなわち そ うして そこで




つ 但 し 並び に 又 又は 若 しくは
他 の語 と関係の あるものにまで広げ る と 「その上 ・追 って ・従 って」 な ど
も漢宇 で書 くことが できる。 これ らの うち接続詞訓の ほ うは・主 として法
律 文の 開係 で採用 された ものである。 しか し,そ の法律文 も 「法令用語改
.正要領」 で 「かつ ・したが っで ・ただ し ・また」 な どのか な書 きが指示 さ
.れている。 「公用文作成の要領」 では 「な らびに ・および」 も 「できるだ
け かな書 き」 とな っている。 したが って,接 続詞のほ うは,助 詞 ・助動詞
と同 じ く,全 部かな書 きにす る行 き方 も見 られ るのであ る。ただ し,こ の
場 合に も 「したが って,問 題 は一 先生 に従 って」 「ま た,貸 す 揚 合 に
は 一 又貸 しす る揚合には」 な どの使 い分 けに注意 しなければな らない こ




の地名 ・入名」および 「外来語Jで ある。旧表記では漢字が用いられてい
たものも少な くないが,中華民国の地名 ・人名を除き,すべてかな書きに







うい う 「かなづかい」によるかとい うことであるが,こ れは 「かな書きに




名称」があ る。 これ も植物学ではか たか なで表記 し,農 林省 関係や会議録
で もかたかなが用い られている。しか し,「公用文作成の要領」 には 「ねず・
み ・ら くだ ・い ぐさ ・か らむ し」.のよ うにひ らが なで例示 され てい る。 そ
のため教科書な どに も,か たかなを用い てい るもの とひ らがな を用 いてい・
るもの と,両 様 の行き方が見 られ るので ある。 また,動 植物 の名称 の場合
は,表 内字 ・表 内音訓に次の ようなものがあ る。
犬 牛 馬 象 羊 豚 鶏 蚕 蚊 鯨
梅 漆 桑 桜 竹 茶 松 桃 柳 稲 麦 芋 菊 麻 芝
他に一般的な名称 の もの と.して 「獣 ・虫 ・鳥 ・貝 ・魚」 「豆 ・菜 ・草 ・木 一
花 ・種」な どがあ り,「白鳥 ・赤貝 ・大豆 ・裸 麦」 な ども漢 字で書 くこと
がで きる。そのため,こ れ らは漢字 で書かれ るのがふつ うであ る。
しか し,そ の名称の一部が表 外字 ・表外音訓 となる場合 は,全 体 をかな.
書 きにす ること前掲rい ぐさ」 に準ず るのが一般で ある。す なわち・次 の
よ うに なる。
ろば しま うま ほ うれんそ う なたまめ
た だ し,次 の ような場合は,漢 字 とかなのまぜ書 きが行 なわれ てい る。
産地 を示す語がついた もの……北極 ぐま イ ン ド象 朝 鮮にん じん・
洋 な し
属性(色彩 ・形状 ・性質)を示す語 がつ いた もの,…一銀 ぎつね 三 毛ね こ.
甘が き 寒つば き
さらに一般 名がついた もの__う じ虫 しゃちの魚 ほおの木
すいみつ桃
なお,学 術用語 と しての動植物分類 名は,動 物学 と植 物学 とでその行 き方
が異な っている。 すなわち,動 物学 では 「食 肉類 ・甲虫類 ・ほ乳類 ・有て
い類Jの ように表 内字 ・表内音訓で書 ける部分 を漢 宇 で書 く。 これ に対 し
植物学のほ うは,「 イネ科 ・マツ科 ・サ トイモ科 ・アブ ラナ科」 の よ うに




次に 「あて字 は,か な書 きにす るJと い う基準 である。 あて字 とい うの・
は漠字 の用い方の一種 で,語 の意味に関係 な く漢 宇の音や訓 を借 りてそ の
語 の表記 に当てるもので ある。た とえば,旧 表記に見 られ る次の よ うな場
合 が これ である。
鳥渡(ち ょっと)素 敵(すて き)満 更(まん ざ ら)矢 張(やは り〉
浦 山敷(うらや ま しく〉 問誤々々(まごまご〉 誤魔 化す(ごまかす〉
仕舞 う(しま う)
そ うして,こ うい う揚合は 「か な書 きにす る」 の である。 また,あ て字 ど
い うのを広義 に解釈 した揚合 は,熟 字訓 も含 まれ る。 熟字訓 とい うのは,
「先刻(さ っき)・悦惚(う っとり)」のよ うに 漢字 の熟語 を全 体 として訓読
す る読み方の ことであ る。 そ う して,.こうい うもの もまた 「か な書 きにす
る」の は,「公用文作成 の要領」 に示 された 次の よ うなか な書 き例 によっ
て明 らか である。
煙草→ たばこ 一 寸→ ち ょっと一 大人→お とな 今 日→ き ょう
昨 日→ きの う 一入→ ひ と り 時雨一ンしぐれ 何時→ いつ 叔父→お じ
田舎 →いなか 紅葉→ もみ じ
もっ とも,こ の種の熟字訓には表外音訓が多いか ら・その点か らもこれ ら
はか な書 きになるわ けである。
ただ し,あ て宇 の中には前 の例の ように表 内字 ・表 内音訓 で書 けるもの
があ る。 そ うして,.それ らの中には一般 に漢字書 きのほ うが常用 され てい
るもの もある。た とえば,次 の ような語の揚合 が これであ る。
仕事 世話 味方 見舞 い 思惑 出来高
また 「1人 ・2人 ・1日 ・2日 ・20日」 などは,他 とのつ りあいの上か ら
数字(縦書 きの場合は漢数 字)で 書かれる ことが多い。 これ らを 「ひ と り・
ふた り ・ついたち ・ふ つか ・はつか」の よ うに読 めば表外訓 になるけれ ど
も,一 般の慣用は強 い ようである。





1語 としての意識が強い揚合…… しくみ ひっぱる あおむく
これらは表内字 ・表内音訓で書けるけれども,あて字の場合に準 じて 「か'
な書きにすることが望ましい」とされている。以下これに類するものをあ
げると,次のようになる。
あ りさま つもり できごと かげん.が まん しまつ ふだん
あた りまえ・ けっこう そまつ はで おぼつかない おもしろい
くだらない つまらない ありがとう いろどる くどく こいねがう
ことづける さかのぽる なげ うつ みなす もてあそぶ・
ただし,これ らの揚合にも,その意味によって使い分けを必要とすること
がある。 「かげん所悪い ・け っこうです」の 「かげん ・けっこ う」 はか な
書きでも,本来の意味に使われた 「加減乗除 ・文字の結構Jな どは漢字書
きになるのである。
V意 味の軽 い語
以上は 当用漢宇表の 〔使用上の注意事項〕でかな書 きを指示 された語 の権
観であ るが,実 際への適用 にあたっては,か な書 きの範囲が もう少 し拡大
され てい る。 た とえば,r公 用文作成の要領」 では,品 詞 に よる差別の点
で,広 く意味の軽 い語 に及 んでいるので ある。
まず連体詞 であるが,「 代名詞 ・副詞 な ど」 としてま とめ られた 中に見
られ る次 のよ うな語 の場合が これで ある。
この その どの わが いかな る いわゆ る あ らゆ る あ る(～目)
表内字 ・表 内音訓 によれば,他 の語 との関係 にお いて 「大 きな ・小 さな・
当の ・無二の」 などを漂字 で書 くことがで きる。 しか 」 「いろんな ・と
.んだ ・きた る(～10目〉・さる(～5日)Jな どにな ると,か な書 きが多いよ
うで ある。
次 に接頭辞 であ るが,「お 一 ご～、 に関 して次の よ ラに書されてい る。
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「お」 は,か なで書 くが,「ご」は漢字 で もかなで もよい。た とえば,「お
願い」「御調査」 「ご調査」。
ところで,新 聞 などは 「ご調査」 のほ うを使 っているが,「御」 とい う漢
字 その ものの表 内音訓は 「ゴ ・ギ ョ ・おん」であ る。 したが って,「 ゴ_
御恩 ・御調査,ギ ョ…御物 ・御意,お ん_御 礼 ・御身」 な どは使用す る こ
とができるの である。 しか し,「御恩 ・御調査」 と書 く場 合で も,「御」 に
・続 く部分がか なの ときは,「 ごあい さつ ・ごぶ さた」 の よ うに 「御」 まで
かなにす る。 同 じよ うな書 き分げは,次 の場 合に も当てはまる。
不本意 ・不入 り一 ふ でき ・ふま じめ
無遠慮 ・無器用一 ぶ あいそ う ぶか っこ う
そ こには意味の軽 い部分だ けを漢字 で書 くのは,や は りふつ りあいだ とい
う考 え方が見 られ るので ある。また,接 尾辞 として次の よ うなものが あげ
られ てい る。
ども た ち ら げ ぶ る
い っぱいの意味の接尾辞 「～中」 をかなで書 くときは,「 世界 じゅ う」 の
よ うに,「ぢ ψう」 とせず 「じゅう」 とす るのである。
次に 「動 詞な ど」 として示 されてい るのが,次のよ うな意味 の軽 い動詞 ・
形 容詞である。
あ る ない いる おる す る な る でき る
これに類す るもの としては,他 に 「つ く ・つける ・.とる ・よる ・い く ・く
る ・い う ・よい」 な どがある。ただ し,熟 語 として慣用 の強いものは,こ
のかぎ りでない。.たとえば,「つける」 の場合 も,「貸付金 ・受付」 などは
慣用が 固定 している。 また,こ れらを動詞 に した場合 の 「貸 し付 ける ・受
け付 ける」 も漢字書 きにす るのがふつ うである。
最後に 「その他」 と して,次 のよ うなものが あげられ ている。
こ と とき ところ もの くらい だけ まで ばか り うち ため
はず ほ ど よ う ゆえ わけ など
そ う して,た だ し書 きとして次 のように書 かれ てい る。
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「事 を好む」 「法律の定め る年齢 に達 した時」 「家を建 てる所」 「所持する
物」「裁判所 の指名 した者」 のよ うに,特 定の もの をさす と.きには 漢字
で書いて もよい。
こうい うところに も,意 味の軽い揚合 はか なで書 くとい う傾向が現われて
いるのである。
なお,「公用 文作 成の要領」 にはも う一つ,「助動詞 ・助詞 に準ず る次の
ようなものは,か な書 きにす る」 とある。
助動詞 に準ず るもの_』.ていただ く てあげる てや る.て い く
て くる'て お く目 て しま う てみる
助詞 に準ず る もの......をあげて について にわた って によって
とともに ご とに.に おい て をもって
これに類 する もの としては,次 のよ うな語 もかな書 きにな る.
て くだ さい て ごらん あそばす す ぎる うる かね る だす
かねない きれない にすぎない にたえない か も しれ ない.
ざるをえない なければな らない てもか まわ ない わ けです
にあた って につれて にか ぎ り による のかわ りに.の とお ρ
とい う(ただ し,に 関 して ・に対 して ・に応 じて ・目に際 して ・を通 じて)
ただ し,こ れ らの語のか な書 きにあた っても,次 のよ うな書 き,分けに注意
しなけれやずならない。
いだ しかね る一 課長 を兼ね る目 歩 きす ぎて疲れ た一 歩 いて過 ぎる
行 ってみ る 行 って見 る(行ってそ うして見 る)書 いてお く一 書
いて置 く(書いてか らそ こへ置 く)書 類 をもってお答 えす る一 書類
を持 って出か ける カナ ダか ら米国にわた って広 が った一 米 国に渡
って調査 した
これ らもまた意 味め軽重 による使い分 けとなるのである。
VI表 タト字 ・表夕卜昔剖II
観点 を変えて,表 外字 ・表外音訓の撮 い方にふれてお くことにする。要
す るに,表 外字 ・表 外音 訓は,「 別 のこ とばにかえ るか,ま たは,か な書
きにす る」のであ る。そ うして,ここで問題にな るのが 「洗 た く ・へ き地」
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などのまぜ書 きである。 国語審議会 の議事録 によれぽ,「2字以上の漢字 で
書 くことばで 当用漢字表 にない文宇 を含む場合』 について,次 の ような答
弁が行なわれている。
た とえば,「悪 らつ」 と書ヒ・ても 「あ くらつ」 と書 いても,そ れは人 の
好みに したがわせ る。 そ うす都ば 自然に一般的 なスタイルができる。
・この点について 「公用文作成 の要領 」には・次のよ うに指示 されている。
漢語で も,漢 字 をはず しても意味の とお る使 いなれた ものは,そ のまま
かな書きにする。__で んぷん めい りょう あ っせん
当用漢 字表'■同音 訓表 にはずれた漢字だけ をかな書きにす る。_...
右げん 改 ざん 口こ う
同 じ問題について 「法令用語改正要領」 には,前 者に類す る例 と して,次
の よ うな語があげ られている。
き ょうかつ ごうかん こんすい とさつ とば く れんが わいせ つ
わいろ くり
ところが,後 者に関 しては,次 のよ うに改め られてい る。
か な書 きにする際,単 語 の一部分だけ をかなに改め る方法は,で きるだ
け避 ける。__あ っ旋→ あっせん と殺→ とさつ
た だ し,漢 宇 を用 いた方が わか りよい場合は,こ の限 りで ない。__
あへん煙 あて名 ちんでん池 ほ うろ う鉄 器
一般に次のようなまぜ書きが行なわれているのは,この立揚からのもので
ある。
いん石 えい児 かっ色 すい星 だ作 ちょう児 へき地
円すい 祈とう 教べん 招へい 洗たく 駐 とん 発 しん
切歯や く腕 いび沈滞 うよ曲折 焦びの急
ごう然 りょう然 和気あいあい 非難ごうごう
これらのまぜ書きもまた,か な書きに関連 して,心 得てお くことが必要で
ある。






固有名詞 につい ては,法 規上その他 に関係す る ところが大 きいので・別
に考 えるこ ととした。
そ ラして戸籍法でr子 の名には・常用 平易な文字 を用 いなけ れ ば な ら な
目い。」(50条〉と し,そ れを受けて 戸籍 法施 行規 則でその範囲 を当用漢字表
・に掲げ る漢字(音訓表 は適用 しない),か たかな..ひらがな(変 体がな を除
く)むね規定 した。 これについては一部に不 満が起 こって国会で も問題に
な り,後 に入名用漢字別表(92字)が追加 されてい る。また,地 名について
は,国 語審議会が,町 村の合併によって新 しくつけ られ る地名の書き表わ
し方について 「当 用漢字表の趣 旨」にそ うよ う建議 したのが採択 され,通
達 となってい る。 しか し,こ れ らはいずれ 匙 既成 の固有名詞 を拘束す る
ものでは ない。 そ こで,「教 科用 図書検定基準 内規Jで は 「原則 と して当
.用漢字の範囲 内に限定せずにそのまま表記す る」 とし 「初出の際に読み方
を示す」 こ ととしている。 また,「公用文作成の要領」では,事 務用 書類
起 関 し 「さ しつか えの ない限 り」 「か な書 きに してもよい」 とな っている
が,こ のほ ラは,事 務能率 化の立 揚で行 なわれ る場合 を除 き,一 般 には実
行 されていない。 これ を要す るに・漢 字で書かれ る固有名詞は,「表外字 ・
表外音訓で も漢宇で書 く」 と してよいのである。
次に専門用語であるが,当 用漢字表 のまえが きには 「専門用語について
・は,こ の表 を基準 と して,整 理するこ とが望 ま しい」 と書かれている。 そ
うして,昭 和29年 以来 「学 術用語集Jが 各部 門にわた って制定刊行 され
ている。 しか し,「教科用 図書検定基準 内規」 には 「教科に関する専 門的
な用語 」について圃有名詞 と同 じよ うに扱 うこ とが指示 されてい る。 法律
・の場合,当 初は表外字 の部分 だけをか なに し,元 来漢字 で表わ された もの
である ことを示す意味で,傍 点 をつけていたが,「 法令用語改正要領 」 で
は}次 の よ うに改め られているo
当用漢字表にない漢字 を用 いた専門用語 等であって,他 にいいかえ るこ
とばがな く,し かもかなで書 くと理解す る ことができない と認め られ る
一56一
.ようなものについては,そ の漢字 をその まま用いて これにふ りがな をつ・
け る。
ひ い が こ











の うち,か な書きにする語の概観である。 しかし,目本語の表記法におい
て,湊字 ・かなの使用が比較的任意にな りやすいこと,国語審議 会報 告
「正書法について」 が指摘 しているとお りである。 たとえば,最初にあげ目







由だという指導は,好 ましくないのである。 この点に関 し,文 部 省 「国
語科学習指導法(表記編)」には,次 のような指示がある。
この語を書き表わすには,漢宇で書いたほうがよいのか,目かなで書いた.



















のほ うが,動詞 ・形容詞 ・形容動詞よりもかな書きになりやすい。
















あり,そ うい う点では最初にあげた旧表記 と現代表記 との対照なども,教
材 として 利用できるのである。 しか し,初級や中級の段階で必要なのは・
やは り規範的なことがらである。すなわち,そ ういう段階では,漢 字書き
かかな書きかに関しても,規範的な形に習熟 させ ることが好ま しいのであ
る。そ うして,こ の解説も,そ うい う段階での参考に していただければ幸
いである。
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